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我
が
国
は
、
使
用
済
核
燃
料
の
再
処
理
を
英
国
核
燃
料
会
社
（
以
下
「
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
」
と
い
う
。
）
及
び
フ
ラ
ン
ス
核
燃
料
会

社
（
以
下
「
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
」
と
い
う
。
）
に
委
託
し
て
お
り
、
再
処
理
に
よ
っ
て
生
ず
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
で
あ
る

ガ
ラ
ス
固
化
体
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
仕
様
の
安
全
性
確
認
及
び
法
令
上
の
規
定
等
が
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
再
処
理
契
約
の
内
容
や
手
続
き
面
で
も
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
、

次
の
と
お
り
、
質
問
す
る
。 

一 

電
気
事
業
者
が
科
学
技
術
庁
に
提
出
し
た
一
九
八
八
年
一
月
二
十
一
日
付
け
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
残
滓
仕
様

に
関
す
る
お
願
い
」
（
以
下
「
お
願
い
書
」
と
い
う
。
）
と
、
そ
れ
に
対
し
て
科
学
技
術
庁
が
電
気
事
業
者
に
通
知
し
た
同
年

八
月
三
十
一
日
付
け
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
残
滓
仕
様
に
つ
い
て
」
（
以
下
「
通
知
書
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て 2 

宛
先
で
あ
り
、
検
討
当
事
者
で
も
あ
る
原
子
力
安
全
局
長
が
、
直
接
、
通
知
し
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。 

1 

「
お
願
い
書
」
は
原
子
力
安
全
局
長
宛
て
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
に
対
す
る
返
事
で
あ
る
「
通
知
書
」
は
差
し
出

し
が
原
子
力
局
長
と
な
っ
て
い
る
の
は
何
故
か
。 

海
外
再
処
理
契
約
及
び
返
還
ガ
ラ
ス
固
化
体
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

6 

私
の
一
九
九
四
年
五
月
十
日
付
け
質
問
主
意
書
に
対
す
る
同
年
六
月
二
十
八
日
付
け
政
府
答
弁
書
第
六
号
（
以
下
「
第

六
号
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
「
お
願
い
書
」
に
関
し
て
「
再
処
理
契
約
に
基
づ
い
て
科
学
技
術
庁
に
対
し
て

検
討
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
っ
て
・
・
・
当
該
検
討
依
頼
に
応
じ
な
か
っ
た
場
合
に
は
・
・
・
再
処
理
役
務
の
提
供
を
円 

5 

通
商
産
業
省
へ
の
同
様
の
「
お
願
い
書
」
に
対
す
る
同
省
の
対
応
は
口
頭
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
科
学
技
術
庁
が
文

書
で
通
知
し
た
の
は
「
正
確
さ
を
期
し
て
」
の
こ
と
で
あ
る
が
、
科
学
技
術
庁
が
文
書
に
よ
っ
て
正
確
さ
を
期
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
。 

4 

再
処
理
契
約
に
基
づ
く
「
お
願
い
書
」
で
あ
る
か
ら
、
契
約
履
行
上
の
重
要
な
「
お
願
い
書
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
宛
先
を
間
違
え
た
と
す
れ
ば
、
行
政
上
の
処
理
の
慣
習
か
ら
し
て
も
書
き
直
し
て
提
出
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
受
理
し
た
の
は
何
故
か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
不
備
な
書
類
で
再
処
理
契
約
上
、
支
障
を

来
す
お
そ
れ
は
な
い
の
か
。 

3 

こ
の
「
お
願
い
書
」
は
本
来
は
原
子
力
局
長
宛
て
に
提
出
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
法
令
の
規

定
に
基
づ
い
て
い
な
い
「
お
願
い
書
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
窓
口
が
原
子
力
局
長
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
何

故
か
。 

四 

 



 

7 

電
気
事
業
者
が
行
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
残
滓
仕
様
（
以
下
「
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
仕
様
」
と
い
う
。
）
に
つ
い

て
の
検
討
内
容
に
つ
い
て 

滑
に
受
け
る
こ
と
に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
が
あ
っ
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

② 

電
気
事
業
者
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
、
次
の
イ
、
ロ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
結
論
を
得 

① 

「
お
願
い
書
」
に
よ
れ
ば
、
電
気
事
業
者
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
仕
様
に
示
さ
れ
た
項
目
及
び
そ
の
数
値
は
妥
当
で
あ

り
、
ま
た
廃
棄
物
を
安
全
に
貯
蔵
し
う
る
貯
蔵
施
設
を
設
計
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
て
お
り
ま
す
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
仕
様
に
示
さ
れ
た
項
目
及
び
そ
の
数
値
を
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

③ 

「
通
知
書
」
に
よ
れ
ば
電
気
事
業
者
の
検
討
結
果
は
妥
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
が
、
妥
当
で
な
い
と
の
判
断
が
な

さ
れ
た
場
合
に
は
、
再
処
理
契
約
の
ど
の
よ
う
な
条
文
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
支
障
を
具
体
的
に
来
す
の
か
。 

② 

検
討
依
頼
に
応
じ
な
け
れ
ば
「
再
処
理
役
務
の
提
供
を
円
滑
に
受
け
る
こ
と
に
支
障
を
来
す
」
と
あ
る
が
、
再
処
理

契
約
の
ど
の
よ
う
な
条
文
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
支
障
を
具
体
的
に
来
す
の
か
。 

① 
「
再
処
理
契
約
に
基
づ
い
て
」
と
あ
る
が
、
再
処
理
契
約
の
ど
の
よ
う
な
条
文
に
基
づ
い
て
検
討
依
頼
を
電
気
事
業

者
は
し
た
の
か
。 

五 

 



 

二 

ガ
ラ
ス
固
化
体
は
一
万
年
経
て
も
非
常
に
高
い
放
射
能
レ
ベ
ル
に
あ
る
た
め
、
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
成
分
が
出
す
崩
壊
熱
及

び
放
射
線
に
よ
っ
て
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
外
殻
で
あ
る
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
が
劣
化
し
て
穴
が
開
い
た
り
、
溶
け
た
り
し
て
、
高
レ

ベ
ル
廃
棄
物
成
分
が
漏
れ
出
す
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
「
ガ
ラ
ス
固
化
体
そ
の
も
の
の
安
全 

8 

「
通
知
書
」
に
よ
れ
ば
、
原
子
力
安
全
局
は
、
電
気
事
業
者
の
行
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
仕
様
及
び
貯
蔵
時
の
安
全
性
の

検
討
結
果
は
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。 

② 

原
子
力
安
全
局
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
仕
様
に
示
さ
れ
た
項
目
及
び
そ
の
数
値
が
妥
当
で
あ
る
か
否
か
の
基
準
を
持
っ

て
い
る
の
か
。
持
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
基
準
で
、
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
。
持
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
ど
う

し
て
妥
当
だ
と
判
断
で
き
た
の
か
。 

① 

原
子
力
安
全
局
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
、
7
の
②
の
電
気
事
業
者
の
イ
、
ロ
そ
れ
ぞ
れ
の

結
論
が
そ
れ
ぞ
れ
妥
当
で
あ
る
と
の
判
断
を
し
た
の
か
。 

ロ 
廃
棄
物
を
安
全
に
貯
蔵
し
う
る
貯
蔵
施
設
を
設
計
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
結
論 

イ 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
仕
様
に
示
さ
れ
た
項
目
及
び
そ
の
数
値
は
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論 

た
の
か
。 

六 

 



 

四 

「
第
六
号
答
弁
書
」
に
よ
れ
ば
、
日
本
原
子
力
研
究
所
が
行
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
体
サ
ン
プ
ル
の
確
認
試
験 

三 

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
「
廃
棄
物
埋
設
」
に
関
し
て
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
施
行
令
第
十
三
条
の
九
に
、
核
種
別
の

放
射
能
量
の
基
準
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
「
廃
棄
物
管
理
」
に
関
し
て
は
、
核
種
別
の
放
射
能
量
の
基

準
が
法
令
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
。 

3 

ガ
ラ
ス
固
化
体
仕
様
に
お
け
る
核
種
別
濃
度
、
放
射
能
量
、
発
熱
量
、
製
造
方
法
等
の
安
全
基
準
は
あ
る
の
か
。
あ
る

場
合
、
い
つ
で
き
た
の
か
。
な
い
場
合
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
安
全
性
の
確
認
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。 

2 

科
学
技
術
庁
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
仕
様
に
基
づ
い
て
製
造
さ
れ
た
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
何
十
年
、
何
百
年
も
安
全
で
あ
る

こ
と
の
確
認
と
実
証
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
行
っ
て
い
る
場
合
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。
行
っ
て
い
な
い
場

合
、
行
っ
て
い
な
い
理
由
は
何
か
。 

l 
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
仕
様
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
安
全
性
は
確
保
、
保
証
さ
れ
る
の
か
。
保
証
さ
れ
る
場

合
、
誰
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
の
か
。
保
証
さ
れ
な
い
場
合
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
安
全
性
は
誰
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
の

か
。 

性
」
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。 

七 

 



 

五 

「
第
六
号
答
弁
書
」
に
よ
れ
ば
、
返
還
予
定
の
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
成
分
は
、
ガ
ラ
ス
成

分
と
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
成
分
の
合
計
重
量
と
の
比
で
七
・
五
％
か
ら
十
八
・
五
％
ま
で
と
幅
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
幅
が

あ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
。
ま
た
、
最
低
の
七
・
五
％
と
最
大
の
十
八
・
五
％
で
は
、
放
射
能
量
に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
違

い
が
あ
る
の
か
。 

六 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
放
射
線
量
に
つ
い
て 

1 

「
廃
棄
に
関
す
る
確
認
の
方
法
」
と
は
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
ご
と
に
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
か
ら
提
示
さ
れ
る
核
種
別
濃
度
に
基

づ
い
て
「
放
射
能
濃
度
及
び
発
熱
量
を
算
出
す
る
決
定
方
法
」
の
こ
と
か
。
そ
う
で
な
い
場
合
は
、「
廃
棄
に
関
す
る
確
認

の
方
法
」
と
は
何
か
。 

3 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
仕
様
の
範
囲
外
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
返
還
、
貯
蔵
で
き
な
い
の
か
。
で
き
な
い
場
合
、
で
き
な
い
理

由
は
何
か
。
で
き
る
場
合
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
仕
様
の
範
囲
外
で
も
で
き
る
理
由
は
何
か
。 

2 

サ
ン
プ
ル
試
験
の
測
定
結
果
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
仕
様
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
の
か
。 

(
以
下
「
サ
ン
プ
ル
試
験
」
と
い
う
。)

に
つ
い
て
、
サ
ン
プ
ル
試
験
の
目
的
は
「
廃
棄
に
関
す
る
確
認
の
方
法
の
信
頼
性
を

実
証
す
る
こ
と
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
。 

八 

 



 

3 

輸
送
容
器
Ｔ
Ｎ
2
8
Ｖ
Ｔ
に
標
準
的
な
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
体
二
十
八
本
を
収
納
し
た
状
態
に
つ
い
て
、
次
の

線
量
率
は
そ
れ
ぞ
れ
毎
時
何
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
る
か
。 

2 

輸
送
容
器
に
収
納
し
て
い
な
い
状
態
で
、
標
準
的
な
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
体
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
及
び
二
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
地
点
に
お
い
て
人
間
が
被
曝
し
た
場
合
、
致
死
線
量
に
達
す
る
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
何
分
か
。 

1 

輸
送
容
器
に
収
納
し
て
い
な
い
状
態
で
、
標
準
的
な
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
体
一
本
に
つ
い
て
、
次
の
線
量
率
は

そ
れ
ぞ
れ
毎
時
何
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
で
あ
る
か
。 

② 

中
性
子
線
に
つ
い
て
、
輸
送
容
器
の
表
面
に
お
け
る
線
量
率
、
輸
送
容
器
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
線
量 

① 

ガ
ン
マ
線
に
つ
い
て
、
輸
送
容
器
の
表
面
に
お
け
る
線
量
率
、
輸
送
容
器
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
線
量

率
及
び
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
線
量
率 

② 

中
性
子
線
に
つ
い
て
、
表
面
線
量
率
、
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
線
量
率
及
び
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の

線
量
率 

① 

ガ
ン
マ
線
に
つ
い
て
、
表
面
線
量
率
、
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
線
量
率
及
び
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の

線
量
率 

九 

 



 

八 

Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
の
ガ
ス
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
量
は
、
約
千
五
百
十
ト
ン
で
あ
る
。 

七 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
再
処
理
工
場
Ｕ
Ｐ
2
及
び
Ｕ
Ｐ
3
に
係
る
再
処
理
契
約
量
は
、
そ
れ
ぞ
れ
約
百
五
十
ト
ン
、
約
二
千
七

百
七
十
ト
ン
で
あ
る
。 

1 

ガ
ス
炉
燃
料
に
係
る
約
千
五
百
十
ト
ン
の
契
約
に
つ
い
て
、
英
国
か
ら
日
本
へ
の
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
日
本
側
に 

2 

Ｕ
Ｐ
3
に
係
る
契
約
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本
へ
の
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
フ
ラ
ン
ス
側
に
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス

は
ど
の
よ
う
な
形
の
選
択
権
の
行
使
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
行
使
し
た
の
は
何
年
何
月
何
日
か
。 

1 

Ｕ
Ｐ
2
に
係
る
契
約
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
日
本
へ
の
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
日
本
側
に
あ
る
が
、
日
本
は
、
「
一

切
の
廃
棄
物
を
引
き
取
ら
な
い
」
あ
る
い
は
「
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
は
引
き
取
る
」
等
、
ど
の
よ
う
な
形
の
選
択
権
の
行
使

を
し
た
の
か
。
ま
た
、
行
使
し
た
の
は
何
年
何
月
何
日
か
。 

4 
輸
送
容
器
Ｔ
Ｎ
2
8
Ｖ
Ｔ
に
標
準
的
な
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
ガ
ラ
ス
固
化
体
二
十
八
本
を
収
納
し
た
状
態
で
、
輸
送
容
器
か

ら
一
メ
ー
ト
ル
及
び
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
に
お
い
て
人
間
が
被
曝
し
た
場
合
、
職
業
人
の
年
間
許
容
線
量
五
十
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
に
達
す
る
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
何
分
か
。 

率
及
び
二
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
で
の
線
量
率 

一
〇 

 



 

九 

Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
の
軽
水
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
量
は
、
約
二
千
六
百
七
十
ト
ン
で
あ
る
。 

3 

英
国
か
ら
日
本
へ
の
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
英
国
側
に
あ
る
分
に
つ
い
て
、
英
国
は
ど
の
よ
う
な
形
の
選
択
権
の
行 

2 

英
国
か
ら
日
本
へ
の
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
日
本
側
に
あ
る
分
に
つ
い
て
、
日
本
は
、
「
一
切
の
廃
棄
物
を
引
き
取

ら
な
い
」
あ
る
い
は
「
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
は
引
き
取
る
」
等
、
ど
の
よ
う
な
形
の
選
択
権
の
行
使
を
し
た
の
か
。
ま
た
、

行
使
し
た
の
は
何
年
何
月
何
日
か
。 

1 

軽
水
炉
燃
料
に
係
る
約
二
千
六
百
七
十
ト
ン
の
契
約
に
つ
い
て
、
英
国
か
ら
日
本
へ
の
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
日
本

側
に
あ
る
の
は
何
ト
ン
分
で
、
英
国
側
に
あ
る
の
は
何
ト
ン
分
か
。 

3 

英
国
か
ら
日
本
へ
の
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
英
国
側
に
あ
る
分
に
つ
い
て
、
英
国
は
ど
の
よ
う
な
形
の
選
択
権
の
行

使
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
行
使
し
た
の
は
何
年
何
月
何
日
か
。 

2 
英
国
か
ら
日
本
へ
の
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
日
本
側
に
あ
る
分
に
つ
い
て
、
日
本
は
、
「
一
切
の
廃
棄
物
を
引
き
取

ら
な
い
」
あ
る
い
は
「
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
は
引
き
取
る
」
等
、
ど
の
よ
う
な
形
の
選
択
権
の
行
使
を
し
た
の
か
。
ま
た
、

行
使
し
た
の
は
何
年
何
月
何
日
か
。 

あ
る
の
は
何
ト
ン
分
で
、
英
国
側
に
あ
る
の
は
何
ト
ン
分
か
。 

一
一 

 



 

十
一 

電
気
事
業
者
と
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
の
間
で
一
九
七
七
年
九
月
三
十
日
に
締
結
さ
れ
た
再
処
理
契
約
に
つ
い
て 

十 
再
処
理
契
約
に
基
づ
く
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
の
行
使
に
よ
っ
て
、
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
及
び
Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
そ
れ
ぞ
れ
の
ガ
ラ
ス

固
化
体
の
仕
様
が
日
本
に
提
示
さ
れ
受
け
入
れ
た
よ
う
だ
が
、
日
本
が
「
こ
の
仕
様
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
拒
否
し

た
場
合
、
再
処
理
契
約
上
ど
う
な
っ
た
の
か
。
次
の
各
契
約
ご
と
に
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

1 

当
時
の
法
令
、
協
定
等
の
も
と
で
は
、
再
処
理
契
約
を
締
結
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き
、
許
認
可
及
び
承
認
等
が

必
要
か
。 

6 

Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
の
軽
水
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
の
う
ち
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
英
国
側
に
あ
る
分 

5 

Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
の
軽
水
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
の
う
ち
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
日
本
側
に
あ
る
分 

4 

Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
の
ガ
ス
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
の
う
ち
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
英
国
側
に
あ
る
分 

3 

Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
と
の
ガ
ス
炉
燃
料
に
係
る
再
処
理
契
約
の
う
ち
廃
棄
物
返
還
の
選
択
権
が
日
本
側
に
あ
る
分 

2 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
と
の
再
処
理
契
約
の
う
ち
Ｕ
Ｐ
3
に
係
る
分 

1 

Ｃ
Ｏ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
Ａ
と
の
再
処
理
契
約
の
う
ち
Ｕ
Ｐ
2
に
係
る
分 

使
を
し
た
の
か
。
ま
た
、
行
使
し
た
の
は
何
年
何
月
何
日
か
。 

一
二 

 



 

十
二 

電
気
事
業
者
と
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
の
間
で
一
九
七
八
年
五
月
二
十
四
日
に
締
結
さ
れ
た
再
処
理
契
約
に
つ
い
て 

2 

当
該
契
約
に
関
し
て
、
一
九
七
八
年
五
月
二
十
四
日
に
電
気
事
業
者
か
ら
通
商
産
業
省
に
提
出
さ
れ
た
「
逆
委
託
加
工

貿
易
契
約
許
可
申
請
」
に
対
し
通
産
大
臣
が
許
可
を
出
さ
な
く
て
も
、
当
該
契
約
の
効
力
に
支
障
は
な
か
っ
た
か
。 

1 

当
時
の
法
令
、
協
定
等
の
も
と
で
は
、
再
処
理
契
約
を
締
結
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
手
続
き
、
許
認
可
及
び
承
認
等
が

必
要
か
。 

5 

当
該
契
約
に
関
し
て
、
一
九
七
七
年
十
二
月
二
十
九
日
に
日
仏
政
府
間
で
「
口
上
書
」
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
口
上
書
は
当
該
契
約
に
基
づ
い
て
取
り
交
わ
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
口
上
書
は
ど
ん
な
内
容
か
。 

4 

当
該
契
約
に
関
し
て
、
日
仏
政
府
間
で
交
換
公
文
を
取
り
交
わ
さ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
日
米
政
府
間
の
交

換
公
文
は
な
い
の
か
。 

3 

当
該
契
約
の
際
、
日
米
原
子
力
協
定
上
、
米
国
の
承
認
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
米
国
は
何
年
何
月
何
日
に

承
認
し
た
の
か
。 

2 

当
該
契
約
に
関
し
て
、
一
九
七
七
年
九
月
三
十
日
に
電
気
事
業
者
か
ら
通
商
産
業
省
に
提
出
さ
れ
た
「
逆
委
託
加
工
貿

易
契
約
許
可
申
請
」
に
対
し
通
産
大
臣
が
許
可
を
出
さ
な
く
て
も
、
当
該
契
約
の
効
力
に
支
障
は
な
か
っ
た
か
。 

一
三 

 



 

 

一
四 

3 

当
該
契
約
の
際
、
日
米
原
子
力
協
定
上
、
米
国
の
承
認
が
必
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
米
国
は
何
年
何
月
何
日
に

承
認
し
た
の
か
。 

4 

当
該
契
約
に
関
し
て
、
日
英
政
府
間
で
交
換
公
文
を
取
り
交
わ
さ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。
ま
た
、
日
米
政
府
間
の
交

換
公
文
は
な
い
の
か
。 

5 

当
該
契
約
に
関
し
て
、
一
九
七
八
年
八
月
二
十
二
日
に
日
英
政
府
間
で
「
口
上
書
」
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
口
上
書
は
当
該
契
約
に
基
づ
い
て
取
り
交
わ
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
口
上
書
は
ど
ん
な
内
容
か
。 

右
質
問
す
る
。 


